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1964年の 
白書では 

■ 市営住宅管理戸数の推移 ■

■ 1人あたりの畳数の推移 ■

住
　
宅

横
浜
市
の
住
宅
数
は
、
1
9
5
8
年
で
30
万

6
0
0
0
戸
。
1
9
6
4
年
の
市
民
生
活
白
書

で
は
、
3
万
3
5
0
0
戸
の
住
宅
が
不
足
し
て

い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
1
人
あ
た
り

の
畳
数
も
3
・
2
7
畳
と
全
国
平
均（
4
・
2
7

畳
）を
大
き
く
下
回
り
、
大
都
市
の
中
で
も
大

阪
と
と
も
に
全
国
最
低
の
水
準
。
こ
う
し
た
中

で
、
公
団
や
市
営
な
ど
低
家
賃
公
営
住
宅
へ
の

入
居
希
望
者
が
殺
到
し
た
。
1
9
6
3
年
に
は

市
営
住
宅
の
入
居
競
争
率
は
、
17
・
6
倍
と
な
っ

て
い
る
。

そ
の
後
、
人
口
の
増
大
と
と
も
に
住
宅
総
数

も
市
営
住
宅
管
理
戸
数
も
増
え
続
け
、
1
人
あ

た
り
の
畳
数
も
大
幅
に
改
善
し
た
。
一
方
で
、

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
空
き
室
・
空
き
家
の
社

会
資
源
と
し
て
の
活
用
や
、
市
営
住
宅
の
入
居

者
の
超
高
齢
化
へ
の
対
応
な
ど
、
新
た
な
住
環

境
整
備
の
課
題
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

1964年白書では3.27畳 
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私たちはどこまで来て
どこへ向かっているのか

Since  1964
横
浜
市
民
生
活
白
書
が
、
初
め
て
発
行
さ
れ
た
の

は
1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）。
こ
の
時
期
の
横
浜
は
、

ほ
と
ん
ど
農
地
や
山
林
だ
っ
た
内
陸
郊
外
部
に
東
京

か
ら
大
量
の
人
口
が
流
入
し
、
大
き
な
社
会
問
題
を

引
き
起
こ
し
て
い
た
。
1
9
6
4
年
の
市
民
生
活
白

書
は
言
う
。「
東
京
に
あ
ふ
れ
た
人
口
は
、
土
地
を
求

め
、
住
宅
を
求
め
て
郊
外
に
押
し
出
さ
れ
、
首
都
圏

人
口
2
千
5
0
0
万
と
い
う
世
界
に
例
を
見
な
い
化

け
物
の
よ
う
な
大
都
市
圏
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
横
浜
は
、
昭
和
30
年
以
降
、
そ
の
大
き
な
波
の

中
に
完
全
に
巻
き
込
ま
れ
て
き
た
。
と
く
に
、
後
背

地
の
農
村
、
丘
陵
地
帯
は
、
こ
の
数
年
の
間
に
大
き

く
変
っ
た
。
生
活
環
境
施
設
の
立
ち
遅
れ
、
皆
無
に

近
い
公
共
施
設
、
地
価
の
上
昇
な
ど
新
し
い
問
題
が

拡
大
し
て
き
て
い
る
。」

「
東
京
の
侵
略
が
も
た
ら
し
た
都
市
膨
張
」に
よ
っ

て
、
市
民
が
都
市
生
活
を
送
る
上
で
の
基
本
的
な
生

活
イ
ン
フ
ラ
を
な
に
に
お
い
て
も
ま
ず
確
保
す
る
こ

と
が
、
横
浜
市
政
に
と
っ
て
の
緊
急
の
課
題
と
し
て

突
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
40
年
余
り
、
横
浜
市
は「
成
長
・
拡
大
」

を
続
け
、
市
域
全
体
の
社
会
資
本
も
拡
充
さ
れ
る
こ

と
で
、
当
時
と
比
べ
れ
ば
、
市
民
の
生
活
環
境
は
格

段
に
進
歩
し
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
の
時
代
を
迎
え
、
学
校
の
統
廃
合
や
空
き
家
、
空

き
店
舗
の
増
加
な
ど
新
た
な
生
活
課
題
も
生
ま
れ
て

き
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
最
初
の
市
民
生
活
白
書
が
発
行
さ
れ

た
1
9
6
0
年
代
前
半
か
ら
住
宅
施
設
や
下
水
道
、

学
校
、
保
育
園
な
ど
の
社
会
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

水
準
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た
の
か
を
検
証
す

る
と
と
も
に
、
今
の
市
民
生
活
の
中
で
求
め
ら
れ
る

生
活
環
境
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
よ
う
。
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上
水
道
・
下
水
道

横
浜
市
の
水
道
普
及
率
は
1
9
6
4
年
の
時

点
で
6
大
都
市
で
最
低
の
81
・
3
％
。
市
民
の

10
人
の
う
ち
2
人
は
、
井
戸
水
を
使
用
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
下
水
道
普
及
率
は
、

1
9
6
2
年
の
時
点
で
28
・
4
％
。

河
川
の
汚
濁
や
悪
臭
、
ち
ょ
っ
と
し
た
雨
に

よ
る
浸
水
、
ど
ぶ
の
中
の
蚊
や
ハ
エ
が
引
き
起

こ
す
伝
染
病
な
ど
が
市
民
生
活
の
課
題
と
し
て

記
さ
れ
て
い
た
時
代
だ
。
ち
な
み
に
1
9
6
2

年
に
は
、
水
洗
区
域
は
わ
ず
か
1
・
2
％
に
過

ご
み
の
収
集
・
処
理

1
9
6
2
年
の
時
点
で
、
ご
み
の
平
均
収

集
回
数
は
、
12
日
に
1
回
。
ポ
リ
袋
は
無
論

の
こ
と
、
容
器
に
よ
る
定
時
性
収
集
す
ら
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
時
代
で
、
通
常
は
、
各
戸

に
備
え
付
け
ら
れ
た
ご
み
箱
に
日
々
廃
棄
さ

れ
溜
ま
っ
た
ご
み
を
、
手
づ
か
み
で
容
器
に

移
し
て
か
ら
車
へ
積
む「
各
戸
収
集
」だ
っ
た
。

人
口
増
と
と
も
に
、
ご
み
の
量
が
年
々
急

増
し
た
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
収
集
回
数

と
方
法
で
は
、
ご
み
が
腐
敗
し
、
ハ
エ
が
発

生
し
、
ウ
ジ
が
わ
く
な
ど
市
民
の
苦
情
が
相

次
い
だ
。

な
お
、
収
集
し
た
ご
み
の
当
時
の
処
理
方

法
は
、
7
割
が
「
埋
め
立
て
」。
1
9
6
4
年

の
市
民
生
活
白
書
で
は
焼
却
施
設
の
整
備
が
、

急
務
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｇ

30
に
象
徴
さ
れ
る
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の

協
働
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
減
量
化
と
分
別
処

理
、
再
利
用
が
図
ら
れ
た
結
果
、
2
つ
の
焼

却
工
場
を
休
止
す
る
に
至
っ
た
現
代
と
は
隔

世
の
感
が
あ
る
。

ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
し
尿
の
処
理
も

市
民
生
活
の
大
き
な
課
題
だ
っ
た
。

現
在
で
は
、
上
下
水
道
は
も
ち
ろ
ん
、
水

洗
化
普
及
率
も
ほ
ぼ
1
0
0
％
と
な
っ
て
い

る
。
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
し
て
、
成
長
・
拡
大
期
に
大
量

に
整
備
し
た
上
下
水
道
施
設
の
維
持
修
繕
の

効
率
化
や
、
よ
り
安
全
で
お
い
し
い
飲
み
水

の
確
保
、
下
水
処
理
水
の
高
度
利
用
な
ど
既

存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
市
民
生
活
の
質
の

向
上
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
。

TOILET

0

20

40

60

80

100

1964年白書では1.2％ 

（％） 

1970 75 80 85 90 95 2000 03（年） 

1970 75 80 85 90 95 2000 03（年） 
0

50

150

160

100

（万t） 

1964年白書では18.7万t

GOMI

■ 水洗化普及率の推移 ■

■ ごみ量の推移 ■

■第2部　横浜型録（カタログ）2006



54

道
路
舗
装

市
内
舗
装
道
路
の
舗
装
率
は
、
1
9
6
3
年

（
昭
和
38
年
）に
34
・
9
％
。
1
9
6
4
年
の
市

民
生
活
白
書
は
こ
の
現
況
を
、「
道
路
あ
れ
ど

舗
装
な
し
」と
明
言
す
る
。
郊
外
部
の
生
活
道

路
は
、
雨
が
降
れ
ば
長
靴
な
し
で
は
歩
け
な
い

ど
ろ
ん
こ
道
。「
バ
ス
通
り
す
ら
大
雨
が
ふ
る

と
道
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
て
、
バ
ス
が
終

点
ま
で
こ
れ
な
く
な
り
、
通
れ
る
と
こ
ろ
ま
で

バ
ス
が
来
て
み
ん
な
バ
ス
の
と
こ
ろ
ま
で
歩
い

て
い
く
」と
い
う
窮
状
を
訴
え
る
中
学
生
の
手

公
共
交
通

当
時
は
、地
下
鉄
が
ま
だ
開
通
し
て
お
ら
ず
、

市
民
の
足
と
し
て
利
用
度
の
大
き
い
公
共
交
通

機
関
は
、
市
電
と
市
バ
ス
。
お
お
む
ね
旧
市
街

地
の
足
回
り
は
市
電
、
郊
外
部
は
市
バ
ス
と
い

う
役
割
分
担
だ
っ
た
。

1
9
6
4
年
の
市
民
生
活
白
書
で
は
、
郊
外

部
の
人
口
増
加
に
よ
っ
て
通
勤
、
通
学
時
の
市

電
の
利
用
者
が
減
少
し
、
市
バ
ス
の
利
用
者
が

急
増
し
つ
つ
あ
る
状
況
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま

紙
を
1
9
6
4
年
の
市
民
生
活
白
書
は
紹
介
し

て
い
る
。
当
時
の
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
20
％

が
、
道
路
舗
装
・
補
修
に
対
す
る
要
望
だ
っ
た

と
い
う
。「
道
路
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
！
」
と

い
う
の
が
市
民
み
ん
な
の
願
い
だ
っ
た
の
だ
。

現
在
（
平
成
17
年
度
）
の
道
路
舗
装
率
は
、

98
・
4
％
。
地
域
の
身
近
な
道
路
を
対
象
に
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
行
政
が
協
働

し
て
、
美
化
や
清
掃
等
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
く
「
ハ
マ
ロ
ー
ド
・
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

よ
う
な
制
度
も
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

1970 75 80 85 90 95 2000 03（年） 

（％） 

1964年白書では34.9％ 
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1日あたり乗車人数 
1964年白書では 

321km

288,000人 

■ 市営バス営業路線と1日あたりの乗車人数の推移 ■

た
他
の
大
都
市
に
比
べ
て
横
浜
は
市
電
・
市
バ

ス
の
利
用
率
が
低
い
と
し
、
そ
の
主
た
る
要
因

と
し
て「
昼
間
人
口
が
夜
間
人
口
を
下
回
っ
て
い

る
た
め
、
利
用
客
の
う
ち
東
京
へ
通
う
朝
夕
の

通
勤
者
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
昼
間
の
利
用

者
が
少
な
い
」こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
市
電
は
こ

の
数
年
後
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

人
口
減
少
と
急
激
な
高
齢
化
の
中
で
、
市
民

生
活
に
密
着
し
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
る
か
は
、
こ
れ
か

ら
の
横
浜
市
政
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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公
　
園

横
浜
市
の
公
園
の
数
は
、
都
市
公
園
と
児
童

公
園
を
あ
わ
せ
て
1
7
7
ヵ
所
、1
8
7
ha
で
、

市
民
1
人
あ
た
り
1
・
2
裃
。
当
時
の
都
市
公

園
法
の
定
め
る
最
低
の
標
準
面
積
6
裃
を
は
る

か
に
下
回
っ
て
い
た
。

当
時
、
子
ど
も
た
ち
の
あ
こ
が
れ
の
場
所
は

市
内
唯
一
の
動
物
園
、
遊
園
地
を
持
つ
野
毛
山

公
園
。
大
人
の
市
民
の
憩
い
の
場
は
「
三
渓
園
」

だ
っ
た
。
野
毛
山
公
園
の
昭
和
38
年
度
の
有
料

（
当
時
野
毛
山
公
園
は
有
料
だ
っ
た
の
だ
！
）

入
場
者
数
は
58
万
5
2
4
3
人
、
三
渓
園
の
利

PARK
2000

1500

1000

500
187ha

0

583

229

896

1,858
1.786

1,525
1,598

1,115

（ha） 

1
9
6
4
年
の
白
書
で
は
 

1970 75 80 85 90 95 2000 03（年） 

用
者
は
62
万
3
0
2
4
人
。
当
時
の
横
浜
市
の

人
口
が
1
6
0
万
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

全
市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
へ
の
需
要

を
、
こ
の
2
つ
の
施
設
が
一
手
に
引
き
受
け
て

い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
な
に
し
ろ
子
ど
も

の
国
や
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
の
早
期
完
成
が
心
待

ち
に
さ
れ
て
い
た
時
代
な
の
で
あ
る
。

現
在
の
横
浜
市
の
公
園
面
積
は
、1
8
5
8

ha
。白
書
発
行
当
時
の
面
積
の
約
10
倍
で
あ
る
。

今
あ
る
公
園
を
、
市
民
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に

維
持
運
営
し
て
い
く
べ
き
か
が
問
わ
れ
る
時
代

に
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

■ 公園面積の推移 ■

■第2部　横浜型録（カタログ）2006
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初
等
教
育
施
設（
小
中
学
校
）

1
9
6
1
年
（
昭
和
36
年
）
の
時
点
で
1
学

級
あ
た
り
の
児
童
数
は
45
人
。
1
9
5
6
年
に

は
49
・
2
人
だ
っ
た
か
ら
、
実
は
こ
の
時
期
、

全
市
的
に
は
小
学
生
の
総
数
は
急
激
な
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
。
1
9
4
7
年
〜
1
9
4
8
年
に

生
ま
れ
た
「
団
塊
の
世
代
」
の
大
き
な
塊
が
、

小
学
校
期
を
過
ぎ
、
中
学
、
高
校
へ
と
向
か
っ

て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
人
口
が
急
増
す
る
郊
外
部
の
小
中

学
校
に
目
を
転
じ
る
と
、
い
わ
ゆ
る「
す
し
詰

め
学
級
」が
日
常
化
し
て
お
り
、
1
9
6
4
年

の
市
民
生
活
白
書
で
は
、「
う
ち
の
子
供
の
小

学
校
は
一
学
級
に
56
〜
57
人
の
児
童
が
詰
め
込

ま
れ
、
給
食
も
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
。
施
設

の
整
っ
た
学
校
に
比
べ
同
じ
市
民
税
を
払
っ
て

い
る
の
に
非
常
に
不
合
理
だ
」と
、
分
校
を
求

保
育
施
設
・
幼
児
教
育
施
設

1
9
6
3
年
の
時
点
で
市
内
の
保
育
所
数
は

61
ヵ
所
。
最
初
の
市
民
生
活
白
書
は
、
昭
和
25

年
か
ら
昭
和
35
年
ま
で
の
10
年
間
で
全
市
の
人

口
と
女
性
就
業
者
数
が
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る

の
に
も
関
わ
ら
ず
、
乳
幼
児
数
の
伸
び
が
停
滞

し
て
い
る
事
実
を
あ
げ
、「
消
費
生
活
構
造
の

変
化
と
物
価
上
昇
の
た
め
、
子
供
を
産
み
た
く

て
も
産
め
な
い
、
子
ど
も
を
産
ん
で
も
退
職
で

き
な
い
、
さ
ら
に
家
庭
の
婦
人
が
生
活
の
た
め

に
働
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
」を
指
摘
し
、
保

育
所
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
60
年
代
後
半
か
ら
70
年
代
前
半
ま

で
、
市
内
の
乳
幼
児
数
は
急
増
す
る
が
、
こ
の

時
代
は
、
女
性
の
専
業
主
婦
化
が
進
み
、
横
浜

の
場
合
、
幼
稚
園
が
乳
幼
児
の
居
場
所
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
側
面
も
強
い
。

め
る
主
婦
の

声
を
紹
介
し

て
い
る
。

そ
の
後
、

1
9
7
0
年

代
か
ら
80
年

代
を
通
じ

て
、
横
浜
市

の
児
童
・
生

徒
は
郊
外
部

を
中
心
に
急

増
を
続
け
、
横
浜
市
は
ひ
た
す
ら
小
中
学
校
を

つ
く
り
続
け
た
。

し
か
し
90
年
代
後
半
か
ら
の「
ま
だ
ら
模
様

の
人
口
減
少
社
会
」の
到
来
に
よ
っ
て
、
成
熟

化
す
る
郊
外
部
で
は
大
量
に
整
備
さ
れ
た
小
中

学
校
の
統
廃
合
が
話
題
に
な
り
始
め
る
な
ど
、

新
た
な
課
題
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

80
年
代
以
降
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
と
少
子

化
が
進
む
中
で
、
市
民
の
保
育
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
し
て
い
る
。
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
保
育

所
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
子
育
て
層

に
対
応
す
る
乳
幼
児
の
居
場
所
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
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高
齢
者
施
設

1
9
6
0
年
（
昭
和
35
年
）
に
は
、
市
内
の

高
齢
者
数
は
5
万
6
8
7
5
名
。
全
市
人
口
に

占
め
る
高
齢
者
の
比
率
は
4
・
1
3
％
で
あ
っ

た
。
2
0
0
5
年
1
月
1
日
現
在
の
老
齢
人
口

の
割
合
が
16
・
3
%
だ
か
ら
、
今
の
約
4
分
の

1
の
比
率
で
あ
る
。

高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
施
設
も
、
救
貧
対
策

的
な
色
合
い
の
濃
か
っ
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が

市
内
に
5
ヵ
所
あ
る
だ
け
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
軽
費
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
市
内

に
１
ヵ
所
も
な
い
状
態
だ
っ
た
。
ま
た
、
1
9

6
4
年
の
市
民
生
活
白
書
も
他
の
市
民
生
活
の

課
題
と
比
較
し
、
高
齢
者
福
祉
に
対
し
て
は
、

生
涯
学
習
・
余
暇
活
動
施
設

1
9
6
4
年
（
昭
和
39
年
）
の
時
点
で
余
暇

活
動
施
設
と
い
う
と
、
文
化
施
設
で
は
図
書

館
や
博
物
館
、
公
会
堂
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で

は
野
球
場
や
プ
ー
ル
な
ど
公
園
に
付
随
す
る

施
設
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
県
立
音
楽
堂

と
横
浜
文
化
体
育
館
は
あ
っ
た
が
、
公
立
図

書
館
は
市
内
で
3
館
（
う
ち
市
立
図
書
館
は

1
館
）、
公
会
堂
は
9
館
と
1
6
0
万
と
い
う

人
口
に
対
す
る
施
設
数
と
し
て
は
、
極
め
て

貧
弱
で
あ
っ
た
。

ま
た
施
設
の
多
く
が
旧
市
街
地
に
集
中
し

て
お
り
、
配
置
的
な
バ
ラ
ン
ス
も
欠
い
て
い

ほ
ん
の
数
行
し
か
さ
か
れ
て
お
ら
ず
冷
淡
だ
。

そ
れ
は
、
高
齢
者
の
人
口
が
圧
倒
的
に
少
な
か

っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
親
の
介
護
は
家
族（
嫁
）

が
担
う
も
の
と
い
う
風
潮
が
市
民
の
間
で
一
般

的
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

超
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
介
護
保
険
制
度
の

導
入
に
よ
っ
て
、
近
年
、
横
浜
市
の
高
齢
者
施

策
は
大
き
く
変
わ
り
続
け
て
い
る
。
激
増
す
る

高
齢
者
の
暮
ら
し
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
で
の
予
防
的
介
護
の
た
め
の

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
を
は
じ
め
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
小
規
模
多
機
能
施
設
の
整
備
な
ど

多
様
な
高
齢
者
支
援
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

た
。
し
た
が
っ
て
1
9
6
4
年
の
市
民
生
活

白
書
で
も
公
会
堂
や
体
育
施
設
を
郊
外
部
に

増
や
し
て
い
く
べ
き
だ
と
強
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

1
9
8
0
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
横
浜

市
は
生
涯
学
習
・
余
暇
活
動
施
設
を
、
区
や
地

域
レ
ベ
ル
に
き
め
細
か
く
整
備
し
て
い
く
施
策

を
展
開
す
る
。
地
区
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ハ
ウ
ス
、
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
や
区
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

近
年
は
、
指
定
者
管
理
制
度
の
導
入
な
ど

に
よ
っ
て
、
す
で
に
あ
る
公
共
施
設
を
民
と

協
働
で
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
に
課
題
が
移
り
つ
つ
あ
る
。
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■ 特別養護老人ホーム数あよび定員の推移 ■
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